
JP 6184361 B2 2017.8.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像処理に関するジョブを実行する画像処理装置と、
　前記画像処理装置で実行される前記ジョブのエラーを検出する検出部と、
　前記検出部により検出されたエラーに関するエラー情報及び前記エラーが発生した前記
ジョブに関する設定情報を予め定められた情報処理装置に送信可能な第１送信部と、
　前記情報処理装置に設けられ、前記設定情報を変更可能な変更部と、
　前記情報処理装置に設けられ、前記変更部による変更後の前記設定情報を含む前記ジョ
ブの再実行指示を前記画像処理装置に送信可能な第２送信部と、
　前記第２送信部により送信された前記再実行指示及び前記設定情報に基づいて前記ジョ
ブを再度実行可能なジョブ実行部と、
　を含み、
　前記第１送信部は、前記エラー情報に対応する前記設定情報が記憶部に記憶されている
場合には前記設定情報のうち前記エラー情報に対応付けて予め定められた一部又は全部の
前記設定情報だけを前記情報処理装置に送信し、前記エラー情報に対応する前記設定情報
が前記記憶部に記憶されていない場合には前記情報処理装置に前記設定情報を送信せず前
記エラー情報のみを送信し、
　前記情報処理装置は、前記第１送信部から送信された前記設定情報を表示部に表示させ
る表示制御部を備え、
　前記変更部は、前記表示制御部による前記設定情報の表示後のユーザーの操作に応じて
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前記第１送信部から送信された前記設定情報を変更する画像処理システム。
【請求項２】
　前記エラー情報は、前記画像処理装置の機種を識別するための機種識別情報を含み、
　前記表示制御部は、前記機種識別情報で識別される前記画像処理装置の機種に予め対応
付けられているエラーの対処方法を示す対処情報を取得し、前記対処情報と前記設定情報
とを前記表示部に表示させる、
　請求項１に記載の画像処理システム。
【請求項３】
　前記設定情報が、画像読取処理で読み取られる画像データの送信先、画像形成処理で使
用する給紙カセットの選択、画像形成処理で使用する用紙サイズ、及び画像形成処理にお
ける画像データの出力倍率のいずれか一つ又は複数の内容を含む請求項１又は２に記載の
画像処理システム。
【請求項４】
　前記ジョブが画像読取処理で読み取られる画像データを指定された送信先に送信する送
信ジョブである場合に、前記画像処理装置に入力される画像データを前記記憶部に記憶さ
せて、前記ジョブが正常終了した後に前記画像データを前記記憶部から削除するデータ制
御部を更に備え、
　前記ジョブ実行部が、前記再実行指示に対応する前記画像データを前記記憶部から読み
出して前記送信ジョブを実行する請求項１～３のいずれかに記載の画像処理システム。
【請求項５】
　前記画像処理装置が、予め定められた認証操作に応じてユーザーを前記画像処理装置に
ログインさせる認証制御部と、前記画像処理装置にログインしたユーザーに対応する前記
情報処理装置を特定する第１特定部とを更に備え、
　前記第１送信部が、前記ジョブが実行されたときに前記第１特定部によって特定された
前記情報処理装置を前記エラー情報及び前記設定情報の送信先として設定する請求項１～
４のいずれかに記載の画像処理システム。
【請求項６】
　前記ジョブが、画像データに基づいて画像形成処理を実行する印刷ジョブを含み、
　前記画像処理装置が、前記印刷ジョブの送信元に対応する前記情報処理装置を特定する
第２特定部を更に備え、
　前記第１送信部が、前記第２特定部によって特定された前記情報処理装置を前記エラー
情報及び前記設定情報の送信先として設定する請求項１～５のいずれかに記載の画像処理
システム。
【請求項７】
　前記情報処理装置が携帯端末である請求項１～６のいずれかに記載の画像処理システム
。
【請求項８】
　画像処理に関するジョブのエラーを検出する検出部と、
　前記検出部により検出されたエラーに関するエラー情報及びエラーが発生した前記ジョ
ブに関する設定情報を予め定められた情報処理装置に送信可能な第１送信部と、
　前記情報処理装置から送信される前記ジョブの再実行指示及び前記情報処理装置によっ
て変更された前記設定情報に基づいて前記ジョブを再度実行可能なジョブ実行部と、
　を備え、
　前記第１送信部は、前記エラー情報に対応する前記設定情報が記憶部に記憶されている
場合には前記設定情報のうち前記エラー情報に対応付けて予め定められた一部又は全部の
前記設定情報だけを前記情報処理装置に送信し、前記エラー情報に対応する前記設定情報
が前記記憶部に記憶されていない場合には前記情報処理装置に前記設定情報を送信せず前
記エラー情報のみを送信する画像処理装置。
【請求項９】
　画像処理に関するジョブを実行する画像処理装置で実行される前記ジョブのエラーを検
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出する検出ステップと、
　前記検出ステップにより検出されたエラーに関するエラー情報及び前記エラーが発生し
た前記ジョブに関する設定情報を予め定められた情報処理装置に送信する第１送信ステッ
プと、
　前記情報処理装置において前記設定情報を変更する変更ステップと、
　前記情報処理装置から前記画像処理装置に前記変更ステップによる変更後の前記設定情
報を含むジョブの再実行指示を送信する第２送信ステップと、
　前記第２送信ステップにより送信された前記再実行指示及び前記設定情報に基づいて前
記ジョブを再度実行するジョブ実行ステップと、
　を含み、
　前記第１送信ステップでは、前記エラー情報に対応する前記設定情報が記憶部に記憶さ
れている場合には前記設定情報のうち前記エラー情報に対応付けて予め定められた一部又
は全部の前記設定情報だけが前記情報処理装置に送信され、前記エラー情報に対応する前
記設定情報が前記記憶部に記憶されていない場合には前記情報処理装置に前記設定情報が
送信されず前記エラー情報のみが送信され、
　前記情報処理装置では、前記第１送信ステップによって送信された前記設定情報が表示
部に表示される表示制御ステップが実行され、
　前記変更ステップでは、前記表示制御ステップによる前記設定情報の表示後のユーザー
の操作に応じて前記第１送信ステップによって送信された前記設定情報が変更される画像
処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置及び情報処理装置を備える画像処理システム、及び画像処理シ
ステムで実行される画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複合機のような画像処理装置では、通信装置から送信される印刷データについて印刷処
理を実行する印刷ジョブ及び読み取った画像データを外部に送信する送信ジョブなどの種
々のジョブが実行される。ところで、画像処理装置で実行されるジョブにエラーが発生す
ることがある。この場合、ユーザーは画像処理装置の設置場所でジョブについて発生した
エラーの原因を解消し、再度ジョブの実行を行う。なお、画像処理装置にエラーが生じた
場合に携帯端末などの情報処理装置にエラーの発生及び対処方法を通知可能な技術が関連
技術（例えば、特許文献１参照）として知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－６４７６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記関連技術は、情報処理装置において画像処理装置のエラーの発生及
び対処方法を把握することが可能であるに過ぎず、画像処理装置から離れた場所で画像処
理装置のエラーの解消作業を行うことはできない。
【０００５】
　本発明の目的は、画像処理装置から離れた場所で画像処理装置において実行されるジョ
ブのエラーを解消し、ジョブを再度実行することが可能な画像処理システム、画像処理装
置、情報処理装置、及び画像処理方法を提供することにある。
【０００６】
　本発明の一の局面に係る画像処理システムは、画像処理に関するジョブを実行する画像
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処理装置と情報処理装置とを備える画像処理システムであって、検出部と、第１送信部と
、変更部と、第２送信部と、ジョブ実行部とを備える。前記検出部は、前記画像処理装置
で実行される前記ジョブのエラーを検出する。前記第１送信部は、前記検出部により検出
されたエラーに関するエラー情報及び前記エラーが発生した前記ジョブに関する設定情報
を予め定められた情報処理装置に送信可能である。前記変更部は、前記情報処理装置に設
けられ、前記設定情報を変更する。前記第２送信部は、前記情報処理装置に設けられ、前
記変更部による変更後の前記設定情報を含む前記ジョブの再実行指示を送信可能である。
前記ジョブ実行部は、前記第２送信部により送信された前記再実行指示及び前記設定情報
に基づいて前記ジョブを再度実行する。
【０００７】
　本発明の他の局面に係る画像処理装置は、検出部と、第１送信部と、ジョブ実行部とを
備える。前記検出部は、画像処理に関するジョブのエラーを検出する。前記第１送信部は
、前記検出部により検出されたエラーに関するエラー情報及びエラーが発生した前記ジョ
ブに関する設定情報を予め定められた情報処理装置に送信可能である。前記ジョブ実行部
は、前記情報処理装置から送信される前記ジョブの再実行指示及び前記情報処理装置によ
って変更された前記設定情報に基づいて前記ジョブを再度実行可能である。
【０００８】
　本発明の他の局面に係る情報処理装置は、変更部と、第２送信部とを備える。前記変更
部は、画像処理に関するジョブを実行する画像処理装置から受信する前記ジョブに関する
設定情報を変更可能である。前記第２送信部は、前記変更部による変更後の前記設定情報
を含むジョブの再実行指示を前記画像処理装置に送信可能である。
【０００９】
　本発明の他の局面に係る画像処理方法は、検出ステップと、第１送信ステップと、変更
ステップと、第２送信ステップと、ジョブ実行ステップとを含む。前記検出ステップは、
画像処理に関するジョブを実行する画像処理装置で実行される前記ジョブのエラーを検出
する。前記第１送信ステップは、前記検出ステップにより検出されたエラーに関するエラ
ー情報及び前記エラーが発生した前記ジョブに関する設定情報を予め定められた情報処理
装置に送信する。前記変更ステップは、前記情報処理装置において前記設定情報を変更す
る。前記第２送信ステップは、前記情報処理装置から前記画像処理装置に前記変更ステッ
プによる変更後の前記設定情報を含むジョブの再実行指示を送信する。前記ジョブ実行ス
テップは、前記第２送信ステップにより送信された前記再実行指示及び前記設定情報に基
づいて前記ジョブを再度実行する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、画像処理装置から離れた場所で画像処理装置において実行されるジョ
ブのエラーを解消し、ジョブを再度実行することが可能な画像処理システム、画像処理装
置、情報処理装置、及び画像処理方法が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像処理システムの構成を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の構成を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像形成装置で実行される送信制御処理の一例を示す
フローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態に係る情報処理装置で実行される設定変更処理の一例を示す
フローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態に係る情報処理装置に表示されるエラー画面の一例を示す図
である。
【図６】本発明の実施の形態に係る情報処理装置に表示される設定変更画面の一例を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明し、本発明の理解に供
する。なお、以下の実施の形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範
囲を限定する性格のものではない。
【００１３】
［画像処理システム１００］
　本発明の実施の形態に係る画像処理システム１００は、図１に示すように、画像形成装
置１０と、情報処理装置２０とを備える。前記画像形成装置１０及び前記情報処理装置２
０は、インターネット又はＬＡＮなどの通信ネットワーク３０を介して接続可能である。
【００１４】
［画像形成装置１０］
　前記画像形成装置１０は、図１及び図２に示すように、ＡＤＦ１１、画像読取部１２、
画像形成部１３、給紙部１４、制御部１５、操作表示部１６、通信部１７、及び記憶部１
８を備える。前記画像形成装置１０は、原稿から画像データを読み取るスキャン機能及び
画像データに基づいて画像を形成するプリンター機能と共に、ファクシミリー機能、又は
コピー機能などの複数の機能を有する複合機である。ここで、前記制御部１５を含む装置
が、本発明における画像処理装置の一例である。なお、本発明は、プリンター、スキャナ
ー、ファクシミリー装置、及びコピー機のような画像読取装置又は画像形成装置にも適用
可能である。
【００１５】
　前記ＡＤＦ１１は、図２に示すように、原稿セット部１１１、複数の搬送ローラー１１
２、原稿押さえ１１３、及び排紙部１１４を備える自動原稿搬送装置である。そして、前
記ＡＤＦ１１では、前記搬送ローラー１１２各々が不図示のモーターで駆動されることに
より、前記原稿セット部１１１に載置された原稿が前記画像読取部１２による画像データ
の読取位置を通過して前記排紙部１１４まで搬送される。これにより、前記画像読取部１
２は、前記ＡＤＦ１１により搬送される原稿から画像データを読み取ることが可能である
。
【００１６】
　前記画像読取部１２は、原稿から画像データを読み取る画像読取処理を実行することが
可能な画像読取部である。具体的に、前記画像読取部１２は、図２に示すように、原稿台
１２１、読取ユニット１２２、ミラー１２３、ミラー１２４、光学レンズ１２５、及びＣ
ＣＤ（Charge Coupled Device）１２６を備える。前記原稿台１２１は、前記画像読取部
１２の上面に設けられた原稿の載置部である。前記読取ユニット１２２は、ＬＥＤ光源及
びミラーを備え、不図示のモーターによって副走査方向（図２における左右方向）へ移動
可能である。前記ＬＥＤ光源は、主走査方向（図２における奥行方向）に沿って配列され
た多数の白色ＬＥＤを備える。前記ミラーは、前記ＬＥＤ光源から照射されて前記原稿台
１２１上の読取位置にある原稿の表面で反射した後の光を前記ミラー１２３に向けて反射
させる。そして、前記読取ユニット１２２の前記ミラーで反射した光は、前記ミラー１２
３、ミラー１２４によって前記光学レンズ１２５に導かれる。前記光学レンズ１２５は、
入射した光を集光して前記ＣＣＤ１２６に入射させる。前記ＣＣＤ１２６は、前記光学レ
ンズ１２５から入射される光の受光量に応じた電気信号を前記原稿の画像データとして前
記制御部１５に入力する光電変換素子などを有する。
【００１７】
　前記画像形成部１３は、前記画像読取部１２で読み取られた画像データに基づいて画像
を形成する画像形成処理を実行することが可能な電子写真方式の画像形成部である。また
、前記画像形成部１３は、前記通信ネットワーク３０を介して外部通信機器から入力され
た画像データに基づいて前記画像形成処理を実行することも可能である。
【００１８】
　具体的に、前記画像形成部１３は、図２に示すように、感光体ドラム１３１、帯電装置
１３２、光走査装置（ＬＳＵ）１３３、現像装置１３４、転写ローラー１３５、クリーニ
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ング装置１３６、定着ローラー１３７、加圧ローラー１３８、及び排紙トレイ１３９を備
える。そして、前記画像形成部１３では、前記給紙部１４から供給されるシートに以下の
手順で画像が形成され、画像形成後のシートが前記排紙トレイ１３９に排出される。なお
、前記シートは、紙、コート紙、ハガキ、封筒、及びＯＨＰシートなどのシート材料であ
る。
【００１９】
　まず、前記帯電装置１３２によって前記感光体ドラム１３１が所定の電位に一様に帯電
される。次に、前記光走査装置１３３により前記感光体ドラム１３１の表面に画像データ
に基づく光が照射される。これにより、前記感光体ドラム１３１の表面に画像データに対
応する静電潜像が形成される。そして、前記感光体ドラム１３１上の静電潜像は前記現像
装置１３４によってトナー像として現像（可視像化）される。なお、前記現像装置１３４
には、前記画像形成部１３に着脱可能なトナーコンテナ１３４Ａからトナー（現像剤）が
補給される。続いて、前記感光体ドラム１３１に形成されたトナー像は前記転写ローラー
１３５によってシートに転写される。その後、シートに転写されたトナー像は、そのシー
トが前記定着ローラー１３７及び前記加圧ローラー１３８の間を通過する際に前記定着ロ
ーラー１３７で加熱されて溶融定着する。なお、前記感光体ドラム１３１の表面に残存し
たトナーは前記クリーニング装置１３６で除去される。
【００２０】
　前記給紙部１４は、前記画像形成部１３に前記シートを供給する。具体的に、前記給紙
部１４は、前記画像形成装置１０に着脱可能であって、各種サイズの前記シートを収納可
能な第１給紙カセット１４１、第２給紙カセット１４２、及び第３給紙カセット１４３を
備える。例えば、前記第１給紙カセット１４１及び前記第２給紙カセット１４２には、Ａ
４サイズの前記シートが収納される。また、前記第３給紙カセット１４３には、Ａ３サイ
ズの前記シートが収納される。
【００２１】
　前記制御部１５は、不図示のＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及びＥＥＰＲＯＭなどの制御機
器を備える。前記ＣＰＵは、各種の演算処理を実行するプロセッサーである。前記ＲＯＭ
は、前記ＣＰＵに各種の処理を実行させるための制御プログラムなどの情報が予め記憶さ
れる不揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭは揮発性の記憶部であり、前記ＥＥＰＲＯＭは
不揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭ及び前記ＥＥＰＲＯＭは、前記ＣＰＵが実行する各
種の処理の一時記憶メモリー（作業領域）として使用される。そして、前記制御部１５は
、前記ＲＯＭに予め記憶された各種の制御プログラムを前記ＣＰＵを用いて実行すること
により前記画像形成装置１０を統括的に制御する。なお、前記制御部１５は、集積回路（
ＡＳＩＣ）などの電子回路であってもよい。
【００２２】
　ここで、前記画像形成装置１０では、前記制御部１５が前記制御プログラムを実行する
ことにより画像処理に関するジョブが実行される。具体的に、前記画像形成装置１０で実
行される前記ジョブには、送信ジョブ及び印刷ジョブが含まれる。
【００２３】
　前記送信ジョブは、前記画像読取部１２で読み取られる画像データを前記通信ネットワ
ーク３０を介して外部通信機器に送信するジョブである。前記制御部１５は、前記操作表
示部１６で入力された前記送信ジョブに関する第１設定情報に基づいて、前記送信ジョブ
を実行する。例えば、前記第１設定情報には、画像データの送信先、読取解像度、送信さ
れる画像データのデータ形式などが含まれる。
【００２４】
　前記印刷ジョブは、前記画像読取部１２で読み取られた画像データ又は前記通信ネット
ワーク３０を介して外部通信機器から入力された画像データに基づいて前記画像形成処理
を実行するジョブである。前記制御部１５は、前記操作表示部１６で入力された、又は前
記通信ネットワーク３０を介して外部通信機器から入力された前記印刷ジョブに関する第
２設定情報に基づいて、前記印刷ジョブを実行する。例えば、前記第２設定情報には、前
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記画像形成処理における印刷枚数、印刷ページ範囲、画像データの出力倍率、使用する給
紙カセット、及び用紙サイズなどが含まれる。なお、以下の説明で前記第１設定情報及び
前記第２設定情報を総称する場合は、設定情報という。
【００２５】
　前記操作表示部１６は、前記制御部１５からの制御指示に応じて各種の情報を表示する
液晶パネルなどの表示部、及びユーザーの操作に応じて前記制御部１５に各種の情報を入
力する操作キー又はタッチパネルなどの操作部を有する。
【００２６】
　前記通信部１７は、前記情報処理装置２０などの外部通信機器との間で、前記通信ネッ
トワーク３０を介して有線又は無線によるデータ通信を実行する。
【００２７】
　前記記憶部１８は、ＳＳＤ又はＨＤＤなどの記憶部である。前記記憶部１８には、前記
画像読取部１２で読み取られた画像データが記憶される。また、前記記憶部１８には、予
め定められた認証操作に応じてユーザーをログインさせるために用いられる認証情報が記
憶される。具体的に、前記認証情報は、ユーザー毎に予め定められたユーザー名及びパス
ワードである。更に、前記記憶部１８には、前記情報処理装置２０を示す装置特定情報が
、前記画像形成装置１０のユーザー及び前記画像形成装置１０に前記印刷ジョブを送信可
能な外部通信機器と対応付けられて記憶されている。例えば、前記装置特定情報は、前記
情報処理装置２０の前記通信ネットワーク３０におけるＩＰアドレスである。
【００２８】
　ところで、前記画像形成装置１０のような画像処理装置で実行されるジョブにエラーが
発生することがある。この場合、ユーザーは画像処理装置の設置場所でジョブについて発
生したエラーの原因を解消し、再度ジョブの実行を行う。なお、画像処理装置にエラーが
生じた場合に携帯端末などの情報処理装置にエラーの発生及び対処方法を通知可能な技術
が関連技術として知られている。
【００２９】
　しかしながら、上記関連技術は、情報処理装置において画像処理装置のエラーの発生及
び対処方法を把握することが可能であるに過ぎず、画像処理装置から離れた場所で画像処
理装置のエラーの解消作業を行うことはできない。これに対し、前記画像処理システム１
００では、以下に説明するように、前記画像形成装置１０から離れた場所で前記ジョブの
エラーを解消し、前記ジョブを再度実行することが可能である。
【００３０】
　具体的に、前記記憶部１８には、前記制御部１５の前記ＣＰＵに後述の送信制御処理（
図３のフローチャート参照）を実行させるための送信制御プログラムが予め記憶されてい
る。なお、前記送信制御プログラムは、ＣＤ、ＤＶＤ、フラッシュメモリーなどのコンピ
ューター読み取り可能な記録媒体に記録されており、前記記録媒体から前記記憶部１８な
どの記憶部にインストールされてもよい。
【００３１】
　そして、前記制御部１５は、図１に示すように、認証制御部１５１、第１特定部１５２
、データ制御部１５３、第２特定部１５４、第１実行部１５５、検出部１５６、第１送信
部１５７、及び第２実行部１５８を含む。前記制御部１５は、前記記憶部１８に記憶され
た前記送信制御プログラムを前記ＣＰＵを用いて実行することにより、前記認証制御部１
５１、前記第１特定部１５２、前記データ制御部１５３、前記第２特定部１５４、前記第
１実行部１５５、前記検出部１５６、前記第１送信部１５７、及び前記第２実行部１５８
として機能する。ここに、前記第２実行部１５８として機能するときの前記制御部１５が
、本発明におけるジョブ実行部の一例である。
【００３２】
　前記認証制御部１５１は、前記認証操作に応じてユーザーをログインさせる認証処理を
実行する。具体的に、前記認証制御部１５１は、前記操作表示部１６に前記認証操作を行
うための認証画面を必要に応じて表示させる。そして、前記認証制御部１５１は、前記認
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証画面においてユーザーによる前記操作表示部１６に対するログイン情報の入力操作を受
け付ける。ここに、前記入力操作が前記認証操作の一例である。その後、前記認証制御部
１５１は、前記操作表示部１６から入力された前記ログイン情報が前記認証情報に含まれ
ている場合に認証完了と判断し、前記ユーザーを前記画像形成装置１０にログインさせる
。なお、前記認証制御部１５１は、前記操作表示部１６に対するログアウト操作が行われ
た場合、予め設定された時間が経過した場合、又は他のユーザーをログインさせる場合に
、現在ログイン中のユーザーをログアウトさせるログアウト処理を実行する。
【００３３】
　前記第１特定部１５２は、前記画像形成装置１０にログインしたユーザーに対応する前
記情報処理装置２０を特定する。具体的に、前記第１特定部１５２は、ログインしたユー
ザーに対応する前記装置特定情報を前記記憶部１８から取得することにより、前記情報処
理装置２０を特定する。
【００３４】
　前記データ制御部１５３は、前記送信ジョブが実行される場合に、前記画像形成装置１
０に入力される画像データを前記記憶部１８に記憶させて、前記送信ジョブが正常終了し
た後に前記画像データを前記記憶部１８から削除する。また、前記データ制御部１５３は
、前記送信ジョブが実行される場合に、前記送信ジョブについて設定された前記第１設定
情報を前記記憶部１８に記憶させる。
【００３５】
　前記第２特定部１５４は、前記印刷ジョブの送信元に対応する前記情報処理装置２０を
特定する。具体的に、前記第２特定部１５４は、外部通信機器から前記通信ネットワーク
３０を介して前記印刷ジョブが送信された場合に、前記印刷ジョブを送信した外部通信機
器に対応する前記装置特定情報を前記記憶部１８から取得することにより、前記情報処理
装置２０を特定する。
【００３６】
　前記第１実行部１５５は、前記ジョブを実行する。具体的に、前記第１実行部１５５は
、前記送信ジョブの実行を指示する旨のユーザーの操作入力が前記操作表示部１６に対し
て行われた場合に、前記第１設定情報に基づいて前記送信ジョブを実行する。また、前記
第１実行部１５５は、外部通信機器から前記通信ネットワーク３０を介して前記印刷ジョ
ブが送信された場合に、前記第２設定情報に基づいて前記印刷ジョブを実行する。
【００３７】
　ここで、前記第１実行部１５５は、実行中の前記ジョブについてエラーが発生した場合
に、前記ジョブについて発生したエラーを識別するためのエラー識別情報を前記検出部１
５６に出力する。例えば、前記エラー識別情報は複数桁のエラーコードである。
【００３８】
　前記検出部１５６は、前記第１実行部１５５又は前記第２実行部１５８で実行される前
記ジョブのエラーを検出する。具体的に、前記検出部１５６は、前記第１実行部１５５又
は前記第２実行部１５８から前記エラー識別情報が出力された場合に、前記ジョブのエラ
ーを検出する。
【００３９】
　また、前記検出部１５６は、前記ジョブのエラーを検出した場合に、前記第１実行部１
５５又は前記第２実行部１５８に前記ジョブの実行を中断させる。そして、前記検出部１
５６は、前記印刷ジョブについてエラーが発生した場合には、未出力の画像データ及び前
記第２設定情報を前記記憶部１８に記憶させる。
【００４０】
　前記第１送信部１５７は、前記検出部１５６により前記送信ジョブのエラーが検出され
た場合に、検出されたエラーに関するエラー情報及び前記第１設定情報を、予め設定され
た前記情報処理装置２０に送信可能である。具体的に、前記第１送信部１５７は、前記第
１特定部１５２により特定された前記情報処理装置２０を、前記エラー情報及び前記第１
設定情報の送信先として設定する。ここで、前記エラー情報には、前記エラー識別情報及
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び前記画像形成装置１０の機種を識別するための機種識別情報が含まれる。
【００４１】
　また、前記第１送信部１５７は、前記検出部１５６により前記印刷ジョブのエラーが検
出された場合に、前記送信ジョブと同様に、前記エラー情報及び前記第２設定情報を、予
め設定された前記情報処理装置２０に送信可能である。具体的に、前記第１送信部１５７
は、前記第２特定部１５４により特定された前記情報処理装置２０を、前記エラー情報及
び前記第２設定情報の送信先として設定する。
【００４２】
　ここで、前記第１送信部１５７は、前記設定情報のうち、前記エラー識別情報に対応付
けて予め定められた一部又は全部の前記設定情報を前記情報処理装置２０に送信する。具
体的に、前記画像形成装置１０では、前記設定情報の一部又は全部が予め前記エラー識別
情報に対応付けられて前記記憶部１８に記憶されている。
【００４３】
　例えば、前記第１送信部１５７は、前記エラー識別情報により識別される前記送信ジョ
ブのエラーが送信先を特定できなかったことによる送信失敗の場合に、前記第１設定情報
に含まれる画像データの送信先を示す情報を送信する。
【００４４】
　また、前記第１送信部１５７は、前記エラー識別情報により識別される前記印刷ジョブ
のエラーが印刷用紙切れである場合に、前記第２設定情報に含まれる画像データの出力倍
率を示す情報、使用する給紙カセットを示す情報、及び用紙サイズを示す情報を送信する
。
【００４５】
　なお、前記エラー識別情報に対応する前記設定情報が前記記憶部１８に記憶されていな
い場合には、前記第１送信部１５７は前記設定情報を送信せず、前記エラー情報のみ送信
する。例えば、前記第１送信部１５７は、前記エラー識別情報により識別される前記送信
ジョブのエラーが送信先側のネットワーク設定に起因する送信失敗の場合に、前記第１設
定情報を送信しない。
【００４６】
　前記第２実行部１５８は、前記情報処理装置２０から送信される前記ジョブの再実行指
示及び前記情報処理装置２０によって変更された前記設定情報に基づいて、前記ジョブを
再度実行する。
【００４７】
　ここで、前記第２実行部１５８は、再度実行する前記ジョブが前記送信ジョブである場
合には、前記データ制御部１５３により前記記憶部１８に記憶された画像データ及び前記
第１設定情報に基づいて前記送信ジョブを実行する。即ち、前記第２実行部１５８は、前
記情報処理装置２０から送信された前記第１設定情報の一部と、前記記憶部１８に記憶さ
れた前記第１設定情報の一部に基づいて前記送信ジョブを再度実行する。また、前記第２
実行部１５８は、再度実行する前記ジョブが前記印刷ジョブである場合には、前記第１実
行部１５５により前記記憶部１８に記憶された未出力の画像データ及び前記第２設定情報
に基づいて前記印刷ジョブを実行する。
【００４８】
　なお、前記第２実行部１５８は、前記第１実行部１５５と同様に、実行中の前記ジョブ
についてエラーが発生した場合に、前記エラー識別情報を前記検出部１５６に出力する。
【００４９】
［情報処理装置２０］
　前記情報処理装置２０は、図１に示すように、制御部２１、操作表示部２２、通信部２
３、及び記憶部２４を備える情報処理装置である。具体的に、前記画像処理システム１０
０において、前記情報処理装置２０はスマートフォン、携帯電話、タブレット端末などの
携帯端末である。なお、前記情報処理装置２０は、パーソナルコンピューターなどの情報
処理装置であってもよい。
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【００５０】
　前記制御部２１は、不図示のＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及びＥＥＰＲＯＭなどの制御機
器を備える。前記ＣＰＵは、各種の演算処理を実行するプロセッサーである。前記ＲＯＭ
は、前記ＣＰＵに各種の処理を実行させるための制御プログラムなどの情報が予め記憶さ
れる不揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭは揮発性の記憶部であり、前記ＥＥＰＲＯＭは
不揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭ及び前記ＥＥＰＲＯＭは、前記ＣＰＵが実行する各
種の処理の一時記憶メモリー（作業領域）として使用される。そして、前記制御部２１は
、前記ＲＯＭ又は前記記憶部２４に予め記憶された各種の制御プログラムを前記ＣＰＵを
用いて実行することにより前記情報処理装置２０を統括的に制御する。なお、前記制御部
２１は、集積回路（ＡＳＩＣ）などの電子回路であってもよい。
【００５１】
　前記操作表示部２２は、前記制御部２１からの制御指示に応じて各種の情報を表示する
液晶パネルなどの表示部、及びユーザーの操作に応じて前記制御部２１に各種の情報を入
力する操作キー又はタッチパネルなどの操作部を有する。
【００５２】
　前記通信部２３は、前記画像形成装置１０などの外部通信機器との間で、前記通信ネッ
トワーク３０を介して有線又は無線によるデータ通信を実行する。
【００５３】
　前記記憶部２４は、ＳＳＤ又はＨＤＤなどの記憶部であり、前記制御部２１によるデー
タの読み書きが可能である。
【００５４】
　また、前記記憶部２４には、前記制御部２１に後述の設定変更処理（図４のフローチャ
ート参照）を実行させるための設定変更プログラムが予め記憶されている。なお、前記設
定変更プログラムは、ＣＤ、ＤＶＤ、フラッシュメモリーなどのコンピューター読み取り
可能な記録媒体に記録されており、前記記録媒体から前記記憶部２４などの記憶部にイン
ストールされてもよい。
【００５５】
　そして、前記制御部２１は、図１に示すように、表示制御部２１１、変更部２１２、及
び第２送信部２１３を含む。前記制御部２１は、前記記憶部２４に記憶された前記設定変
更プログラムを前記ＣＰＵを用いて実行することにより、前記表示制御部２１１、前記変
更部２１２、及び前記第２送信部２１３として機能する。
【００５６】
　前記表示制御部２１１は、前記画像形成装置１０から前記エラー情報及び前記設定情報
が送信された場合に、前記エラー識別情報により識別されるエラーの内容及び対処方法を
示す対処情報を取得して、前記設定情報及び前記対処情報の内容を示すためのエラー画面
を前記操作表示部２２に表示させる。
【００５７】
　例えば、前記表示制御部２１１は、外部のサーバーから前記対処情報を取得する。具体
的に、前記表示制御部２１１は、前記通信ネットワーク３０を介して前記サーバーに前記
エラー情報を送信する。ここで、前記サーバーでは、前記画像形成装置１０の機種毎に、
前記エラー識別情報と前記対処情報とが予め対応付けて記憶されている。前記サーバーは
、前記情報処理装置２０から前記エラー情報を受信すると、前記エラー情報に含まれる前
記機種識別情報に基づいて前記画像形成装置１０の機種を識別し、識別された機種におけ
る前記エラー識別情報に対応する前記対処情報を取得して、前記情報処理装置２０に送信
する。なお、前記対処情報は、例えばエラーの内容及び対処方法を示すテキストデータ又
は画像データである。なお、前記対処情報が音声データ又は動画データであってもよい。
【００５８】
　前記変更部２１２は、前記画像形成装置１０から送信された前記設定情報を変更可能で
ある。具体的に、前記変更部２１２は、前記エラー画面におけるユーザーの変更指示操作
に応じて、前記設定情報を変更するための設定変更画面を前記操作表示部２２に表示させ
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る。そして、前記変更部２１２は、前記設定変更画面におけるユーザーの設定変更操作に
応じて、前記設定情報を変更する。
【００５９】
　前記第２送信部２１３は、前記変更部２１２による変更後の前記設定情報を含む前記ジ
ョブの再実行指示を前記画像形成装置１０に送信可能である。具体的に、前記第２送信部
２１３は、前記エラー画面におけるユーザーの実行指示操作に応じて、前記再実行指示を
送信可能である。
【００６０】
　以下、前記画像処理システム１００において、前記画像処理装置１０で実行される送信
制御処理、及び前記情報処理装置２０で実行される設定変更処理について説明する。
【００６１】
［送信制御処理］
　まず、図３を参照しつつ、前記画像形成装置１０において前記制御部１５により実行さ
れる前記送信制御処理の手順の一例について説明する。ここで、ステップＳ１１、Ｓ１２
・・・は、前記制御部１５により実行される処理手順（ステップ）の番号を表している。
なお、前記制御部１５は、前記画像形成装置１０のユーザーにより前記送信ジョブの実行
を指示する旨の操作入力が前記操作表示部１６に対して行われ、前記画像読取部２により
原稿の画像データが読み取られた場合に、前記送信制御処理を実行する。また、前記制御
部１５は、外部通信機器から前記通信ネットワーク３０を介して前記印刷ジョブが送信さ
れた場合に、前記送信制御処理を実行する。
【００６２】
　ここで、前記画像形成装置１０では、ユーザーは前記画像形成装置１０を使用する際に
、予め前記画像形成装置１０にログインする必要がある。即ち、前記画像形成装置１０で
は、前記送信ジョブが実行される前に、前記認証処理が実行される。ここに、前記認証処
理は、前記制御部１５の前記認証制御部１５１により実行される。
【００６３】
＜ステップＳ１１＞
　まず、ステップＳ１１において、前記制御部１５は、実行される前記ジョブが前記送信
ジョブであるか否かを判断する。
【００６４】
　ここで、前記制御部１５は、実行される前記ジョブが前記送信ジョブであると判断する
と（Ｓ１１のＹｅｓ側）、処理をステップＳ１２に移行させる。また、実行される前記ジ
ョブが前記送信ジョブでなければ（Ｓ１１のＮｏ側）、前記制御部１５は、処理をステッ
プＳ１１１に移行させる。
【００６５】
＜ステップＳ１１１＞
　ステップＳ１１１において、前記制御部１５は、前記印刷ジョブの送信元に対応する前
記情報処理装置２０を特定する。そして、前記制御部１５は、特定された前記情報処理装
置２０を、前記エラー情報及び前記第２設定情報の送信先として設定する。
【００６６】
　具体的に、前記制御部１５は、前記印刷ジョブを送信した外部通信機器に対応する前記
装置特定情報を前記記憶部１８から取得することにより、前記情報処理装置２０を特定す
る。ここに、前記ステップＳ１１１の前記情報処理装置２０を特定する処理は、前記制御
部１５の前記第２特定部１５４により実行される。
【００６７】
　また、前記制御部１５は、取得された前記装置特定情報を前記ＲＡＭの予め定められた
領域に記憶させることで、特定された前記情報処理装置２０を前記エラー情報及び前記第
２設定情報の送信先として設定する。ここに、前記ステップＳ１１１の前記エラー情報及
び前記第２設定情報の送信先を設定する処理は、前記制御部１５の前記第１送信部１５７
により実行される。
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【００６８】
＜ステップＳ１２＞
　ステップＳ１２において、前記制御部１５は、前記画像形成装置１０にログインしたユ
ーザーに対応する前記情報処理装置２０を特定する。そして、前記制御部１５は、特定さ
れた前記情報処理装置２０を、前記エラー情報及び前記第１設定情報の送信先として設定
する。
【００６９】
　具体的に、前記制御部１５は、ログインしたユーザーに対応する前記装置特定情報を前
記記憶部１８から取得することにより、前記情報処理装置２０を特定する。ここに、前記
ステップＳ１２の前記情報処理装置２０を特定する処理は、前記制御部１５の前記第１特
定部１５２により実行される。
【００７０】
　また、前記制御部１５は、前記ステップＳ１１１と同様に、取得された前記装置特定情
報を前記ＲＡＭの前記領域に記憶させることで、特定された前記情報処理装置２０を前記
エラー情報及び前記第１設定情報の送信先として設定する。ここに、前記ステップＳ１２
の前記エラー情報及び前記第１設定情報の送信先を設定する処理は、前記制御部１５の前
記第１送信部１５７により実行される。
【００７１】
＜ステップＳ１３＞
　ステップＳ１３において、前記制御部１５は、前記画像読取部２で読み取られた画像デ
ータ及び前記第１設定情報を前記記憶部１８に記憶させる。これにより、前記画像形成装
置１０の前記制御プログラムにおいて、前記送信ジョブがエラーにより終了した場合には
画像データ及び前記第１設定情報を削除する旨設定されていたとしても、前記送信ジョブ
の設定及び前記画像読取部２での原稿の画像データの読み取りをやり直す必要がない。こ
こに、前記ステップＳ１３の処理は、前記制御部１５の前記データ制御部１５３により実
行される。
【００７２】
＜ステップＳ１４＞
　ステップＳ１４において、前記制御部１５は、前記設定情報に基づいて前記ジョブを実
行する。ここに、前記ステップＳ１４の処理は、前記制御部１５の前記第１実行部１５５
により実行される。
【００７３】
＜ステップＳ１５＞
　ステップＳ１５において、前記制御部１５は、前記ステップＳ１４で実行された前記ジ
ョブが終了したか否かを判断する。
【００７４】
　ここで、前記制御部１５は、前記ジョブが終了したと判断すると（Ｓ１５のＹｅｓ側）
、前記送信制御処理を終了する。なお、前記制御部１５は、前記ステップＳ１３で画像デ
ータ及び前記第１設定情報が前記記憶部１８に記憶された場合において、前記送信制御処
理の終了後に、前記記憶部１８に記憶された画像データ及び前記第１設定情報を削除する
。ここに、前記記憶部１８に記憶された画像データ及び前記第１設定情報を削除する処理
は、前記制御部１５の前記データ制御部１５３により実行される。また、前記ジョブが終
了していなければ（Ｓ１５のＮｏ側）、前記制御部１５は、処理をステップＳ１６に移行
させる。
【００７５】
＜ステップＳ１６＞
　ステップＳ１６において、前記制御部１５は、前記ステップＳ１４で実行された前記ジ
ョブのエラーを検出したか否かを判断する。具体的に、前記制御部１５は、前記エラー識
別信号が出力された場合に、前記ジョブのエラーを検出する。ここに、前記ステップＳ１
６の処理が、本発明における検出ステップの一例であって、前記制御部１５の前記検出部
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１５６により実行される。
【００７６】
　ここで、前記制御部１５は、前記ジョブのエラーを検出したと判断すると（Ｓ１６のＹ
ｅｓ側）、前記ジョブの実行を中断して、前記ジョブが前記印刷ジョブである場合には未
出力の画像データ及び前記第２設定情報を前記記憶部１８に記憶させる。そして、前記制
御部１５は、処理をステップＳ１７に移行させる。また、前記ジョブのエラーを検出して
いなければ（Ｓ１６のＮｏ側）、前記制御部１５は、処理をステップＳ１５に戻して、前
記ジョブの終了又は前記ジョブについてのエラーの検出を待ち受ける。
【００７７】
＜ステップＳ１７＞
　ステップＳ１７において、前記制御部１５は、前記ステップＳ１６で検出されたエラー
に関する前記エラー情報及び前記設定情報を、前記ステップＳ１１１又は前記ステップＳ
１２で送信先として設定された前記情報処理装置２０に送信する。ここに、前記ステップ
Ｓ１７の処理が、本発明における第１送信ステップの一例であって、前記制御部１５の前
記第１送信部１５７により実行される。
【００７８】
　ここで、前記制御部１５は、前記エラー識別情報に対応する前記設定情報を前記記憶部
１８から取得して、取得された前記設定情報を送信する。なお、前記制御部１５は、前記
エラー識別情報に対応する前記設定情報が記憶されていない場合には、前記設定情報を送
信せず、前記エラー情報のみ送信する。これにより、前記情報処理装置２０に送信される
データ量が抑制されて迅速に送信可能であると共に、前記情報処理装置２０で前記設定情
報が変更される際に、エラーの解消に無関係な前記設定情報が存在することでユーザーが
戸惑う事態が回避される。
【００７９】
＜ステップＳ１８＞
　ステップＳ１８において、前記制御部１５は、前記ステップＳ１７で前記エラー情報及
び前記設定情報を送信した前記情報処理装置２０から前記再実行指示を受信したか否かを
判断する。
【００８０】
　ここで、前記制御部１５は、前記情報処理装置２０から前記再実行指示を受信したと判
断すると（Ｓ１８のＹｅｓ側）、処理をステップＳ１９に移行させる。また、前記情報処
理装置２０から前記再実行指示を受信していなければ（Ｓ１８のＮｏ側）、前記制御部１
５は、前記ステップＳ１８で前記情報処理装置２０からの前記再実行指示の受信を待ち受
ける。
【００８１】
＜ステップＳ１９＞
　ステップＳ１９において、前記制御部１５は、前記ステップＳ１８で受信した前記再実
行指示及び前記再実行指示に含まれる前記設定情報に基づいて、前記ジョブを再度実行す
る。ここで、前記制御部１５は、再度実行する前記ジョブが前記送信ジョブである場合に
は、前記ステップＳ１３で前記記憶部１８に記憶された画像データ及び前記第１設定情報
に基づいて前記送信ジョブを実行する。また、前記制御部１５は、再度実行する前記ジョ
ブが前記印刷ジョブである場合には、前記ステップＳ１６で前記記憶部１８に記憶された
未出力の画像データ及び前記第２設定情報に基づいて前記印刷ジョブを実行する。ここに
、前記ステップＳ１９の処理が、本発明におけるジョブ実行ステップの一例であって、前
記制御部１５の前記第２実行部１５８により実行される。
【００８２】
［設定変更処理］
　次に、図４を参照しつつ、前記情報処理装置２０において前記制御部２１により実行さ
れる前記設定変更処理の手順の一例について説明する。なお、前記制御部２１は、前記画
像形成装置１０から前記エラー情報及び前記設定情報が送信された場合に、前記設定変更
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処理を実行する。
【００８３】
＜ステップＳ２１＞
　まず、ステップＳ２１において、前記制御部２１は、前記画像形成装置１０から受信し
た前記エラー情報を前記サーバーに送信して、前記サーバーから前記対処情報を取得する
。
【００８４】
　ここで、前記情報処理装置２０から前記エラー情報が送信された前記サーバーでは、前
記エラー情報に含まれる前記機種識別情報に基づいて前記画像形成装置１０の機種が識別
される。そして、前記サーバーにおいて、識別された機種における前記エラー識別情報に
対応する前記対処情報が取得されて、取得された前記対処情報が前記情報処理装置２０に
送信される。このように、前記情報処理装置２０から前記サーバーに送信される前記エラ
ー情報に前記機種識別情報が含まれる場合には、前記画像形成装置１０の機種の違いによ
る前記エラー識別情報の内容及びデータ形式の違いを吸収可能となり、誤った前記対処情
報が取得されることが防止される。
【００８５】
　なお、前記記憶部２４に前記画像形成装置１０の機種毎に前記エラー識別情報と前記対
処情報とが予め対応付けて記憶されており、前記制御部２１が、前記画像形成装置１０か
ら受信した前記エラー情報に基づいて、前記記憶部２４から前記対処情報を取得する構成
も考えられる。また、前記画像形成装置１０が、前記情報処理装置２０に前記対処情報を
含む前記エラー情報を送信する構成であってもよい。これらの構成と比較して、前記サー
バーから前記対処情報を取得する構成では、前記対処情報を記憶するための記憶容量を前
記画像形成装置１０の前記記憶部１８又は前記情報処理装置２０の前記記憶部２４に確保
する必要がなく、構成の簡素化が可能である。
【００８６】
＜ステップＳ２２＞
　ステップＳ２２において、前記制御部２１は、前記画像形成装置１０から受信した前記
設定情報及び前記ステップＳ２１で取得された前記対処情報の内容を示す前記エラー画面
を前記操作表示部２２に表示させる。ここに、前記ステップＳ２１及び前記ステップＳ２
２の処理は、前記制御部２１の前記表示制御部２１１により実行される。
【００８７】
　ここで、図５に前記ステップＳ２２で表示される前記エラー画面の一例を示す。図５に
示す表示画面２５では、前記送信ジョブのエラーが送信先を特定できなかったことによる
送信失敗の場合の、前記対処情報及び前記設定情報の内容が表示されている。また、前記
表示画面２５において、前記変更指示操作を行うための設定変更キー２５１、前記実行指
示操作を行うための再実行キー２５２、及び前記設定変更処理を終了するための終了キー
２５３が表示されている。これにより、ユーザーは、前記表示画面２５に表示された前記
設定情報及び前記対処情報の内容を確認して、前記設定情報の変更、前記ジョブの再実行
、又は前記設定変更処理の終了を選択可能である。
【００８８】
　なお、前記印刷ジョブのエラーが印刷用紙切れである場合には、その旨及び画像データ
の出力倍率の設定、使用する給紙カセットの設定、及び用紙サイズの設定の設定変更を促
す旨の前記エラー画面が表示される。また、前記送信ジョブのエラーが送信先側のネット
ワーク設定に起因する送信失敗の場合には、その旨及び送信先側のネットワーク設定の変
更又はネットワークケーブルの接続確認等を促す旨の前記エラー画面が表示される。
【００８９】
＜ステップＳ２３＞
　ステップＳ２３において、前記制御部２１は、前記ステップＳ２２で表示された前記エ
ラー画面において、ユーザーにより前記実行指示操作が行われたか否かを判断する。例え
ば、前記制御部２１は、前記表示画面２５において、前記再実行キー２５２が操作された
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場合に、前記実行指示操作が行われたと判断する。
【００９０】
　ここで、前記制御部２１は、前記実行指示操作が行われたと判断すると（Ｓ２３のＹｅ
ｓ側）、処理をステップＳ２８に移行させる。また、前記実行指示操作が行われていなけ
れば（Ｓ２３のＮｏ側）、前記制御部２１は、処理をステップＳ２４に移行させる。
【００９１】
＜ステップＳ２４＞
　ステップＳ２４において、前記制御部２１は、前記ステップＳ２２で表示された前記エ
ラー画面において、ユーザーにより前記変更指示操作が行われたか否かを判断する。例え
ば、前記制御部２１は、前記表示画面２５において、前記設定変更キー２５１が操作され
た場合に、前記変更指示操作が行われたと判断する。
【００９２】
　ここで、前記制御部２１は、前記変更指示操作が行われたと判断すると（Ｓ２４のＹｅ
ｓ側）、処理をステップＳ２５に移行させる。また、前記変更指示操作が行われていなけ
れば（Ｓ２４のＮｏ側）、前記制御部２１は、処理をステップＳ２３に戻して、ユーザー
により前記実行指示操作又は前記変更指示操作が行われるのを待ち受ける。
【００９３】
　なお、例えば前記画像形成装置１０で発生した前記印刷ジョブのエラーが用紙詰まりで
ある場合には、ユーザーは前記画像形成装置１０の内部から用紙を取り出した後、前記画
像形成装置１０において直接前記印刷ジョブの再開操作を行うことが考えられる。そこで
、前記設定変更処理では、前記制御部２１は、前記表示画面２５においてユーザーにより
前記終了キー２５３が操作された場合に、前記設定変更処理を終了する。
【００９４】
＜ステップＳ２５＞
　ステップＳ２５において、前記制御部２１は、前記操作表示部２２に前記設定変更画面
を表示させる。
【００９５】
　ここで、図６に前記ステップＳ２５で表示される前記設定変更画面の一例を示す。図６
に示す表示画面２６は、前記表示画面２５において前記設定変更キー２５１が操作された
場合に表示される。前記表示画面２６には、前記設定情報を変更するための設定変更欄２
６１が表示されており、ユーザーは前記設定変更欄２６１において入力操作を行うことで
、前記設定情報を変更可能である。例えば、前記表示画面２６では、前記表示画面２５で
表示された送信先「ｘｘｘａ＠ｘｘｘｘ．ｃｏ．ｊｐ」が、「ｘｘｘｘ＠ｘｘｘｘ．ｃｏ
．ｊｐ」に変更されている。また、前記表示画面２６には、前記設定情報の変更を確定さ
せるための決定キー２６２、及び前記設定情報の変更を取り消すためのキャンセルキー２
６３が表示されている。ユーザーは、前記表示画面２６において、前記決定キー２６２又
は前記キャンセルキー２６３を操作することで、前記設定情報の変更を終了することが可
能である。
【００９６】
＜ステップＳ２６＞
　ステップＳ２６において、前記制御部２１は、前記設定変更画面においてユーザーによ
り前記設定変更操作が行われたか否かを判断する。例えば、前記制御部２１は、前記表示
画面２６において、前記決定キー２６２が操作された場合に、前記設定変更操作が行われ
たと判断する。
【００９７】
　ここで、前記制御部２１は、前記設定変更操作が行われたと判断すると（Ｓ２６のＹｅ
ｓ側）、処理をステップＳ２７に移行させる。また、前記設定変更操作が行われていなけ
れば（Ｓ２６のＮｏ側）、前記制御部２１は、前記ステップＳ２６で、ユーザーにより前
記設定変更操作が行われるのを待ち受ける。なお、前記設定変更処理では、前記制御部２
１は、前記表示画面２６においてユーザーにより前記キャンセルキー２６３が操作された
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場合に、処理を前記ステップＳ２３に戻す。
【００９８】
＜ステップＳ２７＞
　ステップＳ２７において、前記制御部２１は、前記設定変更画面におけるユーザーの前
記設定変更操作に応じて、前記設定情報を変更する。そして、前記制御部２１は、前記操
作表示部２２に前記エラー画面を表示させる。ここで、前記制御部２１は、変更後の前記
設定情報に基づいて前記エラー画面を表示させる。これにより、ユーザーは、変更後の設
定内容を確認して、前記実行指示操作を行うことが可能である。ここに、前記ステップＳ
２７の処理が、本発明における変更ステップの一例であって、前記制御部２１の前記変更
部２１２により実行される。
【００９９】
＜ステップＳ２８＞
　ステップＳ２８において、前記制御部２１は、前記エラー画面における前記実行指示操
作に応じて、前記再実行指示を前記画像形成装置１０に送信する。そして、前記制御部２
１は、前記設定変更処理を終了する。ここに、前記ステップＳ２８の処理が、本発明にお
ける第２送信ステップの一例であって、前記制御部２１の前記第２送信部２１３により実
行される。
【０１００】
　ここで、前記ステップＳ２７で前記設定情報が変更された場合には、変更後の前記設定
情報を含む前記再実行指示が前記画像形成装置１０に送信される。これにより、前記画像
形成装置１０において、変更後の前記設定情報に基づいて前記ジョブを再度実行すること
が可能となり、前記設定情報に起因する前記ジョブのエラーが解消される。
【０１０１】
　このように、前記画像処理システム１００では、前記画像形成装置１０が前記情報処理
装置２０で変更された前記設定情報に基づいて、エラーが発生した前記ジョブを再度実行
する。そのため、前記画像形成装置１０から離れた場所で、前記画像形成装置１０におい
て実行される前記ジョブのエラーを解消して、前記ジョブを再度実行することが可能であ
る。
【０１０２】
　なお、前記情報処理装置２０が常時携帯される携帯端末である場合には、ユーザーは前
記画像形成装置１０でのエラーの発生を直ちに認識して、その場でエラーを解消するため
の設定変更を行うことが可能となる。そのため、前記情報処理装置２０が据え置き型のパ
ーソナルコンピューターなどの場合と比べて、前記画像形成装置１０で発生したエラーに
対する迅速な対処が可能となる。
【符号の説明】
【０１０３】
１０　：画像形成装置
１１　：ＡＤＦ
１２　：画像読取部
１３　：画像形成部
１４　：給紙部
１５　：制御部
１５１：認証制御部
１５２：第１特定部
１５３：データ制御部
１５４：第２特定部
１５５：第１実行部
１５６：検出部
１５７：第１送信部
１５８：第２実行部
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１６　：操作表示部
１７　：通信部
１８　：記憶部
２０　：情報処理装置
２１　：制御部
２１１：表示制御部
２１２：変更部
２１３：第２送信部
２２　：操作表示部
２３　：通信部
２４　：記憶部
３０　：通信ネットワーク
１００：画像処理システム

【図１】 【図２】
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